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研究成果の概要：がん性心筋障害に対する中鎖脂肪酸の抑制効果を、食事介入実験の前段階と
して in vitro の実験系で検討した。ラット心筋細胞株をマウス悪液質モデルの腹水で処理した
ところ、エネルギー代謝障害と酸化ストレスの亢進が見られ、がん性心筋障害と同様の状態が
誘導された。これに中鎖脂肪酸を同時処理すると上記の変化が消失した。 
 
研究成果の学術的意義や社会的意義 
がん患者における心機能障害はがん患者の死因では癌死ついで第 2 位とされる。その原因とし
てこれまで化学療法などの心毒性が重視されていたが、がんそのものが心筋障害を惹起するこ
とに注目が集まっている。本研究により、がん性心筋萎縮が中鎖脂肪酸による栄養介入により
改善されることが示された。中鎖脂肪酸は、がん悪液質に伴うサルコペニアの改善にも有効で
あることが示されており、がん患者に中鎖脂肪酸を用いた栄養介入を行うことは、心筋障害、
骨格筋萎縮の両面で有効であると考えられる。このことは、がん患者における、QOL や治療忍
容性の改善をもたらし、がん患者の予後改善に寄与すると期待される。 
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１．研究の目的 

がん患者における心機能障害は、その死因として重視されている。がん性心筋障害ががんその
もので惹起されていることが明らかになりつつあり、本研究の先行研究でわれわれは担癌動物
において酸化ストレスの増大を介して心筋萎縮が生じることを明らかにしている[1]。一方、が
ん性悪液質における骨格筋萎縮（がん性サルコペニア）に対する食事介入について、われわれ
は中鎖脂肪酸または中鎖脂肪酸と糖との併用によりサルコペニアが抑制されることを見出して
いる[2]。本研究では、中鎖脂肪酸ががん性心筋障害に対して抑制効果が認められるかについて、
心筋培養細胞を用いて検討した。 

 

 

２．研究成果 
がん悪液質おける心筋障害では、酸化ストレスの蓄積による心筋萎縮などの関与が注目されて
いる。心筋は定常状態では ATP の 90%を酸化的リン酸化により産生し、その 2/3 に長鎖脂肪酸
が利用される。中鎖脂肪酸（MCFA）は、カルチニン･シャトルを経由せずミトコンドリアで代謝
され悪液質における栄養介入で重視されるが、心筋障害での検討は見当たらない。そこで、わ
れわれはがん悪液質にお
ける心筋障害に対す
る MCFAの影響を検討
した。H9c2 ラット心
筋細胞株をマウス悪
液質モデルから採取
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した腹水で処理し、がん悪液質心筋障害モデルを作成した。これに対し、対象群、MCFA群、悪
液質群および悪液質MCFA群の4群にフラックス解析および活性酸素種（ROS）測定を行った（図）。
悪液質群では呼吸商の抑制と ATP産生減少、ROS増加が見られ、がん性心筋障害が確認された。
MCFA 単独では対象群と比較して呼吸商は促進され、ATP 産生は増加した。一方、悪液質 MCFA
群では、悪液質群に比較し呼吸商の減少と ROS の産生は抑制されていた。以上のように、MCFA
が心筋ミトコンドリアを保護しがん悪液質おける心筋障害を改善する可能性が示唆された。 
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